
も
い
ふ
。
『
都
市
御
供
に
附
足
軽
・仲
間
よ
な
ひ
銀
無

之
紡
之
由
。
』
と
い
ふ
の
は
是
で
あ
る
。

ヨ
ネ
イ
ヅ
ミ

米
泉

l
v

ヨ
ナ
イ
ヅ

ミ
米
泉
。

ヨ
ネ
ゴ
ホ
リ
よ
ね
郡

l
ヱ
不
プ
ホ
リ
ゑ
ね

附
ド
。

ヨ
ネ
ダ
マ
ゴ

ロ
ク
米
国
京
六

天
保

・
弘
化
の

頃
、
金
織
の
時
給
問
中
最
も
勝
れ
て
ゐ
た
。
孫
六
の

}
一
子
家
を
綴
い
で
ま
た
孫
六
と
い
ひ
、雨
模
と
蹴
L
、

家
裂
に
巧
み
で
あ
っ
た
が
、
阪
務
の
際
東
京
に
移
住

し
た
。ヨ

ネ
ナ
ガ

米
一木

石

川

郡
山
島
郷
に
図
ず
る
部

稿
。
加
賀
古
跡
考
に
、
こ
の
村
領
な
る
妨
の
森
は
縫

祭
寺
の
跡
で
あ
る
と
記
す
る
。
後
に
民
宗
の
一
寺
一
を

怒
ー
し
て
、
亦
極
祭
寺
と
名
づ
け
た
。

ヨ
ネ
ナ
ガ
ウ
ヂ
ズ
ミ

米
一
武
氏
澄
』
カ
ミ
ミ
チ

ウ
ヂ
ズ
ミ
上
道
氏
澄
。

米
沼
朋
羽
咋
郡
大
坂
保
に
印
刷
す
る
部

ヨ
ネ
ハ
7

w
m
o
 ヨ

ネ
マ
ル
ゴ
ウ

米
丸
郷
石
川
郡
に
毘
す
る
。

滞
政
時
代
に
商
品
・間
関
・
宝
鉾
入
江
・
束
力
・御
供

聞
の
六
ヶ
村
を
含
ん
で
mhた
。

ヨ
ネ
マ
ル
ホ
米
九
保

石
川
郡
に
在
っ
た
。
三

宮
古
犯
に
米
丸
保
が
見
え
る
。
後
仰
の
米
丸
郷
と
m
刷

係
の
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
地
政
邸
駿
新
記
に
米

丸
庄
と
あ
る
を
引
〈
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
山
市
政

時
代
の
誌
で
あ
る
か
ら
殺
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。

ヨ
ネ

Z
ツ
ヤ
キ
ン
ス
イ
米
光
底
錦
水
石
川
部

木
苦
の
人
。
家
を
米
光
屋
と
い
ひ
、幼
名
を
宗
一
郎
、

後
に
市
郎
兵
衛
と
改
め
た

o
mは
貞
永
。
勉
附

am銅

水
は
そ
の
統
で
ゐ
る
。
錦
水
簡
を
営
む
の
傍
寄
道
を

好
み
、
金
保
の
高

m
E水
父
子
に
就
い
て
迭
に
妙
境

に
謹
し
、
弟
子
千
有
徐
人
に
速
し
た
と
い
ふ
。
殴
剛山

三
年
三
且
六
十
設
に
て
夜
。

ヨ
ネ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

米
山
城

臥
京
都
凶
光
に
在

っ
た
。
越
号
制
民
三
州
志
故
蛾
考
に
、『
中
川
野
郷
凶
光

村
領
の
米
山
に
在
り
。
古
城
考
に
柳
旧
古
城
と
い
ふ

者
是
也
。
柳

mは
閥
光
の
餅
巴
な
り
。
』と
い
ひ
、
又

能
障
官
名
跡
芯
に
、
『
米
山
と
て
城
跡
あ
り
。
冷
水
あ

り
。
升
形

・
万
の
池
形
亦
と
て
あ
り
。
法
一
一
帯
寺
と
い

ふ
者
あ
り
て
、
米
山
努
附
と
て
あ
ふ
り
し
に
、
兵
乱
に

退
耐
押
し
、
今
石
到
の
磁
繭
院
に
在
・
り
。
』
と
記
す
る
。

ヨ
ネ
ヤ
マ
セ
ン
ゾ
ウ
米
山
事

造

初

名
古
附
専

問
蹴
。
時
は
宜
徳
、
又
は
議
行
。
宇
は
子
附
。
出
で
t
h

米
山
佐
左
衛
門
の
義
嗣
と
な
り
、
幻
自
リ
を
瀧
川
有
父

に
尽
ん
で
之
を
能
〈
し
た
。
明
治
七
年
七
月一合
十
九

歳
を
以
て
授
。

ヨ
ネ
ヤ

マ
ヤ
ク
シ

米
山
薬
師

臥
京
都
石
井
の

縦
一
制
院
に
在
る
。
能
官
名
跡
志
に
、『
厳
罰
院
と
て
制

宗
あ
り
。
米
山
世
間
的
と
て
安
位
あ
り
。
是
は
銅
山
村

領
米
山
の
城
跡
に
あ
り
し
傘
倣
也
。
』
と
あ
る
。

ヨ
ノ
キ
パ
ナ
よ
の
木
鼻

血
ぬ
郡
深
浦
の
部
訴

か
ら
東
北
に
詰
る
岬
。

ヨ
ノ
ヒ
ト
シ
ラ
ヌ
モ
ノ
ガ
女
リ
世
人
不
知
物
語

大
槻
朝
元
一
件
を
取
扱
っ
た
稗
史
で
、
見
前
大
路
選

は
之
を
普
直
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
越
路
加
賀
見

よ
り
は
新
し
い
で
あ
ら
う
。
序
訟
は
な
く
、
希
鋭
の

密
で
あ
る
。

ヨ
ノ
ヤ
ナ
ギ
よ
の
柳
一
加
。
越
前
三
凶
の
例

入
水
脅
編
。
支
考
が
大
製
品
廿
茸
間
山
で
制
限
化
に
合
し

た
時
の
『
き
さ
ら
ぎ
の
心
も
と
け
て
柳
か
な
抽
出
化
』

を
宜
句
と
し
た
附
会
が
あ
ろ
に
凶
っ
て
凶
名
を
取

り
、
大山
町長寺
・
三
凶
・
前
列
・
府
中
辿
巾
の
制
融
制
と
、

水
Z
H

の
各
仰
魚
排
の
制
文
を
載
せ
て
あ
る
。
元
秘
十

六
年
弁
悶
屋
板
。

ヨ
ノ
ヰ

余
ノ
井

ヨ
バ
ン

夜
番

る。
ヨ
メ
ザ
カ
柏
田
援

金
緋
小
京
野
に
あ
っ
て
、
今

の
新
坂
町
・
中
欠
原
町

bumく
坂
山
田
。
党
文
六
年
の

士
幌
に
は
品
開
ヶ
坂
と
あ
る
が
、
今
は
よ
め
ざ
か
と
い

う
て
ゐ
る
。
同
事
昌
披
問
答
に
、
『
篠
原
出
羽
の
娘
を

本
庄
中
中山
内
方
へ
嫁
婆
せ
し
時
、
此
の
坂
を
新
た
に
作

あ
り
腕
げ
、
此
の
道
よ
り
魁
聡
あ
り
。
依
之
嫁
坂
と
名

付
〈
と
也
。
由
民
俗
を
知
ら
ず
。
此
の
坂
共
の
以
前
は
、

以
来
榔
慨
川
の
内一
の
小
手
0

4
テ
イ
Y

ユ
パ
ン
卒
中
山
し
番
。

ヨ
ピ
ゴ
リ

呼
飾
品
跡
呼
叉
は
呼
鉢
は
、
金
符
浅

野
川
に
於
け
る
総
の
特
殊
の
抑
狼
法
で
あ
っ
た
。
そ

ゴ
リ

の
訟
は
、
加
越
能
銘
記
に
浅
野
川
呼
踏
を
禦
げ
て
そ

の
駐
に
、『
賀
子
川
に
入
、
右
の
手
に
郎
hr-
持
、
左
の

手
を
水
底
に
沈
め
世
引
を
不
v
助
、附
酬
を
持
手
を
師
に
慌

て
唱
て
臼
〈
、
呼
我
染
塁
、
后
宋
威
加
迎
離
、
器
之

従
v
問
、
卒
度
出
削
呼
左
迎
、
と
欧
へ
ば
撃
の
内
へ

入
る
。
昔
よ
り
妙
也
。
』
と
あ
る
。
こ
の
唱
詞
は
『
来

う
か
郎
、
来
ま
い
か
鉢
。
岩
の
間
よ
り
そ
っ
と
出
て

御
座
れ。
』
で
あ
る
。
浅
野
川
呼
総
は
文
天
和
の
例
滋

加
賀
染
に
哀
の
率
制
と
し
て
用
ひ
ら
れ
、『
浅
野
川
や

お
ぼ
つ
か
な
〈
も
よ
ぶ
小
総
安
之
』
『
波
野
川
や
総

よ
ぶ
人
も
お
老
の
臨
正
好
』
な
ど
L
あ
る
。

ヨ
ヒ
ノ
ア
h
F
リ

脊
の
雷

珠
洲
郁
朗
島
で
は
今

九
月
十
一
日
街
灯
注
目
岬
祉
の
秋
季
祭
を
行
ふ
。
そ
の

前
夜
に
祭
馳
走
と
糾
し
て
、
知
人
等
に
饗
臨
L
、
又

は
切
開
出
師
同
州
制
点
町
抽
出
、
っ
て
街
路
そ
繰
り
郎
を
促
す
を
拘
円

の
り
山
り
と
い
ふ
。

ヨ
マ
イ
オ
ロ
シ

作。

徐
米
卸

↓
オ
ロ
シ
サ
タ

ヨ
ネ
ー
ー
ヨ
リ

鎗
総
珠
洲
郡
尚
昆
の
海
上
に
在
る

暗
磁
で
、
干
潮
時
に
は
殆
ど
水
面
に
蕗
れ
る
。
能
昌
司

名
跡
芯
に
、『
総
ぐ
り
と
て
、
此
神
一
一
一
恩
に
磁
石
お
あ

り
。
鋭
を
吸
ふ
と
て
、
紡
一

同世
間
方
監
く
不
ν
官官。

ひ
〈
き
烏
に

τ、
磁
よ
り
見
え
か
ぬ
る
也
。』
と
記
す

ヨ
メ
グ
リ

卸

迦
路
有
り
な
し
の
剣
道
な
る
を
作
り
聞
き
し
同
也
。

古
鳥
屋
政
は
今
石
揃
新
町
の
米
足
料
附
也
O

此
の
凶

大
莱
寺
坂
は
未
だ
無
之
説
。
』
と
あ
る
。

ヨ
メ
ジ

マ

鍛
島

鹿
島
耕
能
結
晶
な
る
佐
絞
り

部
落
か
ら
東
南
の
抑
に
在
る
臥
問
。

ヨ
モ
ヤ
マ
四
方
山

珠
洲
祁
木
郎
郷
に
回
す
る

部
加
問
。
能
号
名
跡
志
に
、
『
四
方
山
村
は
村
つ
ど
き

也
。
御
枚
納
厳
あ
り
。
』
又
村
名
由
来
習
に
、
『
此
村

昔
年
三
郎
右
衛
門
と
巾
百
姓
、
家
名
を
四
方
山
と
巾

に
制
、
則
村
名
に
唱
巾
闘
巾
仰
候
。
』
と
あ
る
。

ヨ
ラ
h
y
Z
ン

奥
盟
問
宴

明
治
=
一
年
十
二
用
六
臼

金
部
滞
知
邸
前

m間世間
ゅは
、
邸
側
の
一
新
し
た
る
に

際
L
、
上
下
の
親
睦
を
悩
・り
、
治
拐
の
間
滑
を
矧
寸

ろ
が
お
に
、
そ
の
民
坂
の
邸
に
前
侯
賀
泰
以
下
、

判

任
以
上
の
限
定

・
家
臨
民
及
び
文
人
滋
容
を
集
め
、

宴
を
閉
山
っ
て
清
興
そ
諮
っ
た
。
之
を
呉
繁
宴
と
い
ー

た。
ヨ
リ
ア
ヒ

寄
合

野
合
と
は
年
市
町

・
家
老
の
合

合
す
る
も
町
い
ひ
、
前
回
利
家
の
時
か
ら
滞
治
に
関
す

る
日
川
市
の
事
務
は
、
JL
宇
一併
合
に
よ
っ
て
決
す
る
制

で
あ
っ
た
。
然
る
に
老
院
臨
す
の
錦
す
郎
、
佐
々
務
侠

の
能
力
点
町
伎
す
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
、
前
旧
制
紀
内

政
務
を
保
科
正
之
が
補
佐
し
た
時
に
、
係
団
を
定
め

て
答
ム
円
に
削
制
す
る
委
任
椴
限
を
明
ら
か
に
し
た
。
日

時
宜
則
合
に
参
加
す
る
老
臣
は
λ
人
で
、
本
多
政
長

・

長
辿
肌
椴
山
忠
次
・小
幡
長
次
は
大
事
宇
一
決
じ
、

州

国
孝
氏
・奥
村
府
強
訪
問
煎
昭
は
交
番
し
て
〈訪
日
凶

政
を
調
、
今
枝
近
誌
は
江
戸
の
m
?を
掌
旬
、
各
政
務

を
分
与
す
る
と
共
に
、
叉
互
に
合
成
知
閉
山
す
る
こ
と

を
裂
す
と
定
め
た
。
し
か
し
見
文
九
年
か
ら
は
剣
紀

が
政
務
を
親
裁
す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
、
お
合
は
殆

ど
椴
力
の
な
い
も
の
に
な
り
、
山円
V
K
?

に
去
っ
て
は
品

早
都
合
の
名
が
見
え
ぬ
。

九

o=
一


